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医療法人社団明徳会福岡歯科理事長
福岡　博史

　本学会の栄誉学会長の渥美和彦先生におかれましては、昨年の12月31日に
ご逝去されました。
　ここに謹んでお悔やみを申し上げます。
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日本統合医療学会の創立者である東大名誉教授の渥
美和彦先生が令和元年の暮に逝去されました。先生は自
他共に認める“日本の統合医療の父”でもあります。私
にとっては最大の恩師であるとともに，あるときは父の
ように兄のように，また友のような存在であり，あると
きは壁のように私の前に立ちはだかり，あるときは「仁
田さん，よく来たね，ありがとう」と優しく労をねぎら
ってくださるなど，掛け替えのない存在でした。体調を
崩されてから私は，弱ったお姿を見るに忍びず，また渥
美先生も見せたくないだろうと思ってお見舞いに伺いま
せんでした。ですから私の渥美先生像は，私の人生の目
標でもある，あらゆる物事に逞しく挑戦し成し遂げる文
武両道の知的な姿として残っています。なかでも，これ
までの私の生き方に大きなインパクトを与えたエピソー
ドは，人工心臓の研究にまつわるものでした。

30代で東大の医用工学の教授に就任された先生は，工
学的な手法を医学に応用される研究をされ，多くの関連
学会を設立，人工心臓の世界的な権威として活躍されま

仁田　新一
日本統合医療学会名誉理事長

した。私は東大の安田講堂事件の頃，研究生として人工
心臓の研究に参加させていただきました。当時の人工心
臓研究は世界的にも始まったばかりで，機械の心臓をつ
けた実験動物は数時間生存するのがせいぜいでした。人
間の心臓は低圧系の右心室と高圧系の左心室の２つのポ
ンプから成り立っていますが，当時の東大の実験は２つ
のポンプを同時に埋め込む研究でした。当時大学院学生
であった私は生意気にも「１つのポンプでも成功しない
のになぜ同時に２つのポンプで実験するのですか？」と
質問しました。先生はムッとした顔で何も言わずにその
場を去りました。翌日呼び出された私は，てっきり「仙
台に帰れ！」と言われることを覚悟していたのですが，
なんと真面目な顔をして「君の言うことは正しい，今か
ら実験方針を変えて左心室の人工心臓の生存実験に移
る」と宣言されました。研究室の多くの先生は何事が起
こったのかわからず目を白黒させていました。まさに，
若かりし渥美先生の科学の探求者としての能力と決断と
度量の大きさを如実に語るもので，今も私の心の中に常
に存在し，大変ありがたく思っています。

私はその後，東北大学型人工心臓を開発し，動物実験
を経た臨床応用を行い，東北大学の教授になりました
が，その教授就任パーティでの主賓の挨拶で「仁田君
は，麻雀は上手いし，カラオケは僕より上だし，スキー
も上手いし，女性にもモテる」とおっしゃいました。教
授就任式なのに，褒め言葉に研究のことは一言もなかっ
たので「学問はどうでしたか？」とお聞きすると「そう

優れた科学の探究者・日本統合医療の
父として

追悼 渥美和彦先生

写真向かって左から，阿久津哲造先生，著者，渥美和彦先生
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この度，本学会の創始者であり，栄誉学会長である渥
美和彦先生が昨年の大みそかにご逝去されました。ここ
に，謹んで哀悼の意を表します。

先生におかれましては，静養中の11月中旬，ご自宅に
て転倒し頸部を打撲され，急遽，順天堂大学医学部附属
順天堂医院に入院されました。連絡を受けて学会からは
板村，小野両業務執行理事が12月４日に順天堂にお見舞
いに伺い，12月12日には私と小野理事とで病室を訪れま
した。この日，先生は比較的ご機嫌で，鹿児島大会や学
会の現況をご報告しますと１つひとつ頷かれ，１時間程
お話することできました。その後１週間ほどして，ご自
宅近くの介護施設に移られ，最期は安らかに亡くなられ
たとのことでした。ちょうど，亡くなる前日には，久し
ぶりの入浴をされ，ご家族や親せきの方々が一堂に会
し，楽しいひと時を過ごされたそうです。享年92歳でし
た。ご葬儀はご遺族の意向で家族葬が営まれました。な
お，先生を偲ぶ会は，東京大学の母教室が中心となって
開催することが予定されています。

お正月が明けて，少し落ち着かれた１月13日，我々は

伊藤　壽記
日本統合医療学会理事長

だ，君は素晴らしい研究をしている，忘れて済まん」と
照れくさそうにおっしゃいました。今になって愛すべき
一面をも備えた先生の人柄を敬愛の念で懐かしく思い返
しています。先生は1984年にはヤギを用いた人工心臓の
実験で，344日生存という当時の世界最長生存記録を樹
立され，日本における人工心臓の臨床応用を実現されま
した。

先生と統合医療との出会いは，高校時代には座禅やヨ
ーガに親しみ，東洋思想の深さに触れられており，1990
年頃にSONYの創立者である井深 大氏の東洋医学研究
に加わっており，私共々，脈診の科学的評価やこれを具
現化した脈診計を開発しておりました。その後，1998年
には日本統合医療学会の前身である日本代替・相補・伝
統医療連合会議（JACT）を，2000年には，研究者を主
体とした日本統合医療学会（JIM），そして2008年には
JACTとJIMを統合した日本統合医療学会（IMJ）を設
立され，それぞれの理事長を務められました。その間，
政財界はもとより国民への統合医療の啓蒙を精力的に行
い，統合医療が理解され，医療への重要性を認知される
今日に至っております。心から感謝しご冥福を祈る次第
です。

渥美和彦先生のご逝去を悼む

ご自宅に弔問のためお伺いし，ご遺影に手を合わせてき
ました。奥様の英子先生は未だ気が張っていたためでし
ょうか，それほど疲れたご様子をみせず，これまでのこ
とを淡々と話されました。

先生は昭和３（1928）年，大阪で生まれました。先生
の著書である“HEART OF DREAMS（夢を秘めた心
臓）”を拝見しますと，「これは『挫折』から始まる物語
です」という書き出しで始まります。先生のこれまでの
ご功績はひとえにご自身の信念に基づいた不屈の努力と
素晴らしい人々との数々の出会いにあったのだと実感さ
れます。この著書に従って，先生の足跡を追ってみたい
と思います。

昭和16（1941）年，大阪の名門でありラグビーもでき
る北野中学に入学します。ここでは手塚治虫氏が同級生
でした。その後は高等学校へは行かずに海軍兵学校を受
験します。しかし，入学試験に合格したものの視力検査
で落とされました。ここで，最初の挫折を味わいます。
終戦を迎え，学問に目覚め，京都の第三高等学校に入り
ます。ラグビー部に所属し，また寮（今の吉田寮）生活
を送り，ここでは学生同士熱心に議論を交わせますが，
議論は所詮議論と割り切り，行動することの必要性を自
覚します。1年後輩に小松左京氏がいました。そして，
医学に惹かれ，友人（石井威望氏）の誘いを受け，昭和
25（1950）年，京大ではなく東大医学部に入学します。
ここでは大きな体格が有利なボート部に入ります。医学
生の頃に，英子夫人と知り合い，数か月でのスピード結
婚となります。先生は昭和29（1954）年，医学部を卒業
して，１年のインターンを経て木本外科に入局し，まだ
まだ未開の心臓外科を専攻します。

当時，絶望的な心臓疾患に対しては，心臓移植の臨床
は始まっていましたが，拒絶反応という高いハードルが
あり，生存率は非常に低い状況でした。一方で，人工心
臓は世界的にも未だ動物実験の段階でした。先生は無給
医局員の頃に，人工心臓の構想を抱き研究をスタートさ
せます。当時は人工心臓など夢のまた夢といった状況
で，“鉄腕アトム”の未来像と同じくらい現実味のない
ものとされ，医局の中でも変人扱いされていたようで
す。それでもめげずに苦労を重ね，木本教授の後押しも
あって，ついに昭和37（1962）年に１つの成果―人工
心臓を埋め込んだイヌが術後７時間自発呼吸を続けた
―が生まれました。この結果は翌年の米国人工臓器学
会（ASAIO）で発表され，司会のウィレム・コルフ（人
工臓器の父）先生から絶賛されました。先生は，テキサ
スハート，クリーブランド・クリニック，スタンフォー
ド大といった，米国の人工心臓の最先端の研究施設を視
察し議論を交わせます。米国には阿久津哲造氏や能勢之
彦氏が人工心臓の研究をされていました。しかしなが
ら，当時，多くの研究者が海外で研究する中，先生は何
が何でも国産の人工心臓を作るのだという信念を貫き通

追悼 渥美和彦先生
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昨年，12月31日，眠るように逝ってしまった渥美をお
寺に預けて，家に帰り，今日は年越しそば，だけど，う
どんがあるからちゃんと食べてね，と娘は言って帰って
ゆきました。

一人残ったわたしは，英子一人で“年越し”してもし
ゃあないな，彦ちゃんはもう食べれないもんなと，残り
もので済ませました。

渥美と過ごしたのは63年になります。
それは決して平坦な道ではなかった……登り坂，降り

坂，そして「まさか」という坂にも出会い，何とか２人
で超えてまいりました。

でも今は楽しかった想い出だけが浮かんでまいりま
す。

私の最初の海外旅行は1969年７月，アメリカのシカゴ
でした。その国際学会の懇親会で，人類が初めての月面

渥美　英子
日本統合医療学会名誉会員

統合医療女性の会世話人代表

ワークを引き継ぐべく，今後とも邁進していきたいと思
っております。ご冥福をお祈り致します。合掌

します。
これまでの業績が認められ，先生は昭和39（1967）年，

若干38歳の若さで，東大医学部付属医用電子研究施設の
教授に就任します。その後，先生は人工心臓の弁，ポン
プ，抗血栓性材料など，多くの課題に対して，実験を積
み重ね，ついに人工心臓を埋め込んだヤギが344日も生
存し，この成果を昭和59（1984）年ASAIOで発表し，
米国に大変な驚きで迎えられました。

このように人工心臓への研究に加えて，先生の関心事
は，レーザー手術，医療システムの開発，そして定年退
官後のライフワークである統合医療へとどんどんと広が
っていきます。そこには，素晴らしい出会いがありまし
た。人工心臓のエンジン開発で相談を持ちかけた本田宗
一郎氏，ロボットの未来社会を見せてくれた手塚治虫氏

（先生は『鉄腕アトム』のお茶の水博士のモデルと言わ
れています），宇宙文明という壮大な世界観を教えてく
れた小松左京氏，統合医療へのヒントをもらったソニー
の井深 大氏など，多くの方とのご縁がありました。

著書である“HEART OF DREAMS”は，最後に「『未
来を考えられる人』とつながり続ければ，夢はいつしか
かたちになっていくものです」と締め括られています。
先生は大きな夢を抱き，その実現のために信念をもっ
て，たゆまぬ努力を積み重ね，挫折も味わいながらも，
結果として実現させていくというパワーを感じさせる方
だったのだと思います。

最後に，われわれ統合医療学会の会員は先生のライフ

渥美和彦と共に

追悼 渥美和彦先生

4



着陸をテレビで見たという忘れられない思い出がありま
す。以来，50数回，渥美と一緒にアメリカのみならず，
アジアの国々，北欧からヨーロッパ，アフリカ，南米，
オーストラリアまで，国際学会出席とその後の旅行で行
きました。その折々のシーンが走馬燈のように浮かんで
まいります。

渥美もきっとそんな夢を見ながら逝ったのかな……
と。亡くなる前日は，久しぶりに風呂に入れてもらって
気持ちよくなり，テレビも見て，正月のラグビー観戦を
楽しみにしておりましたもの。

渥美と初めて出会ったのは27歳の時でした。渥美は29
歳。４か月後には結婚。新婚家庭は渥美の友人たちが集
い，いろんな夢が語られ，楽しい議論の場となりまし
た。その時の常連の一人が石井威望氏。石井氏は渥美の
三高時代からの友だちで，現在はITの分野で幅広く活
躍されています。渥美の「人工心臓」も，そして「統合
医療」の芽もそこから芽生えていきました。私も会合の
日は朝からうきうきと「ご馳走づくり？」に励んだもの
です。現在のように「出来合いのおかず」などなかった
時代で，その頃愛読していた「暮らしの手帖」の料理な
どに挑戦しながら……。

そこで先ずは「人工心臓」などの素材を何にするかが
問題となりました。私が東京女子医大卒業後，細菌学を
専攻していたこともあり，毎週日曜に二人で女子医大に
通い実験しました。マウスにナイロン，テフロンなどの
素材を埋め込み，２週間後にその反応をみるという，結

局私の博士論文になったのですが，それも新婚時代の思
い出です。

以来，なんでも二人でやる習慣がついてしまったので
しょうか。渥美の研究のための資料収集には，お茶の水
の医科図書館に一緒に通いました。まだその頃はパソコ
ンもコピー機もなく，写真代が一枚100円もしたので，
２～３行のところは手書きで写したり，大学ノートに張
ったり，まあ私の仕事は単純な事務仕事でしたが。

しかし，その続きで国内外の旅行もあり，いろんな経
験ができたというものです。

そして渥美の同時代を生きた多種多様の方たちとの交
流も楽しいことでした。渥美の特色は，どんな方とも友
だちのように話すことでしょう。

先ずは「手塚治虫」。中学生時代の渥美の同級生であ
り，期せずして同じ医学の道に進むことによって，その
交流は半世紀近く続くことになりました。ある年のクラ
ス会で，「渥美，おまえもお茶の水博士のモデルなんだ
ぞ」と言われたこともあります。「人工心臓」の実験を
東大に見学に来たとき，まだ大型のコンピュータ時代で
あったため，彼の描いた「人工心臓」は，大きなコンピ
ュータを背負ってヨッタヨッタと歩く人。しかしその

「絵」は，残念ながら大阪での学会に展示した後，行方
不明になり手元にはありません。彼はその後，60歳で胃
がんにより亡くなりました。多忙な生活，特に隔たった
食生活によるものでしょう。

作家であり『日本沈没』で有名な「小松左京」。渥美
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渥美　和彦先生
先生に第23回日本統合医療学会のご報告を纏めて，投

函しようとしておりましたところ，先生ご逝去の報が届
き，呆然自失いたしました。

英子先生はじめご遺族の皆様のお悲しみはいかばかり
かとお悔やみ申し上げます。

ご療養のことはお聞きしていましたが，今度も回復し
ていただけると思っておりましたので，本当に驚き，深
い悲しみ落胆を感じますとともに，大会のご報告が間に
合いませんでしたこと，本当に申し訳なく深くお詫び申
し上げます。

このたび，川嶋みどり先生のお計らいで，ニューズレ
ターに学会報告と追悼の辞を載せていただけることとな
りましたので，この場をお借りして渥美和彦先生の御霊

吉田　紀子
第23回日本統合医療学会大会長

が三高時代，ラグビー部でスクラムを組んでいました。
彼の“宇宙論”は，渥美の夢を掻き立てるものでもあり
ました。

また，ホンダの創始者，「本田宗一郎」。渥美が人工心
臓の研究時代，血液ポンプを動かす強力なエンジンの制
作を，ホンダの工場に頼みに行きました。本田氏は，油
に汚れた作業着姿で話を聞いてそのときはムリでした
が，後年，渥美がホンダ財団の理事になったとき，本田
氏はそのときのことをよく覚えていました。「オレが死
んだら，オレの心臓をやろう」「いえ脳を下さい」と冗
談をいう仲にもなりました。毎年夏に行われた本田邸で
の“鮎釣りパーティ”は，本田氏の飾らぬ人柄が楽しい
ことでした。

東大医学部に医用工学の分野ができ，38歳で教授にな
り，人工心臓の研究からコンピュータによるカルテの管
理，レーザーの医療への応用，医療機器の開発など先端
医療の研究をしました。しかし退官後，人は体全体を見
なければ真の医療にはならないと感じているときに，ソ
ニーの創始者である「井深 大」に出会ったのです。井
深氏もまたいろんな夢を持ち，東洋医学にも強い関心を
持っていました。渥美がその相談相手に呼ばれたとき，
自分は東洋医学を知らないからと断りました。しかし何
度も呼ばれて会っているうちに打ち解けて，彼の“脈診
研究”，果ては“超科学研究”にまでかかわるようにな
ったのです。ソニーに「生命情報研究所」を作り，鍼灸
マッサージに留まらず，果たしてこれが医療かと疑問を
抱くような民間の療法まで，だれが，どこで，何名ぐら
い，その効果は？などの表を作成しました。あるとき
は，羽田から自家用機で長崎の，とあるカフェに，私共
二人で連れて行かれたこともあります。“超科学”の見
学です。「スプーン曲げ」。1992年の１月30日のことでし
た。今も我が家にはその曲げられたスプーンがありま
す。そして井深氏のところに，江崎玲於奈氏，白川英樹
氏などのノーベル賞級の客が見えるときには，話し相手
に渥美が招ばれました。おかげで数々の著名人とも歓談
することができたわけです。

1993年には，アメリカのNIH（国立衛生研究所）に行
き，代替医療調査室で，鍼や気功などの東洋医学から，
ハーブ，アロマテラピーまで幅広く研究していることを
知りました。

1998年12月に，統合医療学会の前身である「日本代
替・相補・伝統医療連合会議（JACT）」を立ち上げ，
2000年には「日本統合医療学会」を発足させました。

それによって我が家は，通勤前の朝７時からの朝食
会，あるいは夕方の18時半の軽食会などが開かれるよう
になりました。そのときの若手メンバーは，印藤祐雄，
小野直哉，蒲原聖可，川嶋朗，小池弘人，竹林直紀，原
田直子，福岡博史，星野泰三，本田宏，班目健夫，山下
仁，山本竜隆の各氏などで，今ではそれぞれの分野で立

追悼の辞

派に活躍されています。
2003年７月には，「ルルドの泉」に行きました。多く

のボランティアが献身的に病人の世話をしていました。
病人はそれに感動し，心から感謝することで病気が癒さ
れるのだと思います。今の時代，あのような「場」がそ
のまま残されていることにも感動したものです。苦労し
て泉にたどりついた人々に，“なんとかして治りたい”
という気持ちを持たせるような環境が整備されていまし
た。

2007年11月には，イタリア，ドイツの，統合医療を標
榜している病院，施設を二週間かけて見学したこともあ
ります。施設自体は，昔の結核病棟をそのまま使ってい
るような古びたものでしたが，ゆったりといつまでもい
たいような雰囲気でした。

そのように渥美は90歳になるまで，精力的に自分の道
を歩んでまいりました。

まあ，夢を追い，好きなことをやってきました。周り
には多種多才の方が集まり，仕事も楽しくやってきまし
た。天寿を全うしたと言っても過言ではないと思えてま
いります。やり残した夢と仕事は，周りの方たちと一緒
にやって参りましょう。

夫婦とは，人生における最大の“時の共有者”であり
ますもの。

どうぞこれからも皆様，よろしくお願い申し上げます。
令和２年１月

渥　美　英　子

追悼 渥美和彦先生
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令和元年大晦日の午後，渥美先生担当の青山真努果鍼
灸師より渥美先生急逝のメールが入りました。「うそ！ 
どうして！」という言葉しか出ませんでした。

そのメールの1週間前の英子夫人からの手紙には，先
生は自宅近くのケアハウスに入るという内容で，やっと
落着いて養生ができる場所が見つかったのだとよろこん
でいた矢先のことでしたから。

1998年某月，突然，渥美先生からの電話をいただきま
した。先生は1980年代より世界の医療情勢をつぶさに研
究され，科学に基づいた近代西洋医学に代って世界各国
で他の文化と歴史に根ざした伝統医療や鍼灸，カイロプ
ラクティック，マッサージなどの相補代替医療（CAM）
で近代西洋医療を補完する統合医療の必要性を訴えてお
られました。日本医学会のドン的存在であり，人工心臓や
レーザー診療を開発した東京大学医学部名誉教授の先生か
ら，なぜ一介の街医者に直接電話をくださったのかと驚き
入りました。「君は以前から歯科統合医療を実践している
と聞いている。一度，話を聞きたい」ということでした。

文京区の先生のご自宅にはすでに帯津先生他著名なド
クターがテーブルを囲んでいました。皆和気あいあいと
した雰囲気で，渥美先生が本日の集まりの趣旨を述べら
れ，それぞれが活発な発言をしている姿が今もって脳裏
に焼きついています。

もう40年も前の話になりますが，私は義弟の劇作家矢
代静一氏の紹介で故遠藤周作先生の歯の主治医をしてい
ました。遠藤先生は当時から医療機関ほど人に対して気
配りをしないところはないと医療のあり方の改善に情熱
をかけ「心温まる病院づくり」「患者中心の医療」とい
うキャンペーンをしておられました。

遠藤先生自身，死線をさ迷う大手術を３回も受けてい
らっしゃっただけにその提言は心に強く迫るものでし
た。医療関係者の自己満足に対する警鐘とも言えること
でしょう。渥美先生の発想の素晴らしい医療改革のお考
えを聞いて，遠藤先生のことが想い浮かんできました。
先生はこの問題について『統合医療への道』『代替医療
のすすめ－患者中心の医療をつくる』『老い方上手』な
ど啓蒙書をお書きになり，学会で訴え同志を集め，素晴
らしいキャンペーンをなされていました。

また，渥美先生は私のクリニックの新年会に毎年御来駕
くだされ，正しい医療の在り方を教えてくださいました。

先生は私より３歳も年下で，学生時代はボート部のキ

渥美和彦先生を偲んで

福　岡　明
日本統合医療学会名誉会員

医療法人社団明徳会福岡歯科会長

への学会ご報告と追悼の辞を述べさせていただきます。
先生に初めてお会いしたのは40年ほど前，私がまだ臨

床医時代に日本内科学会での特別講演で国際人工臓器
学会理事長の先生から人工心臓についてお話をいただい
たときでした。

その後，先生はJACTとJIMを組織され，現在の日本
統合医療学会へと発展させられたわけですが，この間，
先生はモデルとなられた“お茶の水博士”を彷彿とさせ
る風貌で今後の新たな医療を切り拓くリーダーとしてひ
ときわ力強い印象を周囲に与えておられました。

渥美先生の日本統合医療学会を創設された根底には，
過去から現在までの有史を踏まえて，常に人間と世界と
医療のあり方を模索する問題意識と哲学をお持ちであ
り，そのお姿にいつも触発され，導かれて参りました。

人工心臓の研究開発について時代の最先端を行く偉業
を達成された先生は，さらに今後のわが国の新たな医療
についてその源流を起こし，大きな未来潮流への道をつ
けられた巨星であります。

第23回日本統合医療学会は昨年12月７日～８日にわ
たり鹿児島市で開催されました。

学会テーマは「霊性を育み，自然治癒力，自己成長力
を高める全人的ヘルスケアプロモーション」でしたが，
これは今後高度情報機器文明が進むほどに人間の精神文
明特にスピリチュアリティの進化・発展が必要ではない
かという想いからです。

学会の結果をご報告しますと，
⃝�後援：厚労省，経産省，鹿児島県，鹿児島市，各医療

職能団体，メディア等の　14機関・団体
⃝�プログラム：講演７，シンポジウム６，ワークショッ

プ12，指定交流集会４，ランチョンセミナー７，一般
演題75題

⃝�参加者：56７名
⃝�協賛企業等：101団体

皆様のご協力で，盛会のうちに閉会いたしました。
いつもの大会では会場の前席で終始講演等をお聞きく

ださり，熱心にご質問やご意見をいただける先生のお姿
が今大会では拝見できず，寂しい限りでした。おそらく
会員は皆同じ思いであったと推測されます。

しかしながら，本大会のことを気にかけていただいて
いた渥美先生が大会を見守って無事に進めてくださった
ものと感謝申し上げます。

今後は創設者の渥美和彦先生ご不在の学会となります
が，これまでご薫陶いただきました後輩・会員たちが先
生のご遺志をしっかりと引き継ぎ，取り組んでまいりま
すので，今後とも日本統合医療学会が国民と世界に貢献
する医学会として成長しますよう，天国からどうかお見
守り・お導きください。

渥美　和彦先生，どうか安らかにお休みくださいませ。
本当に有難うございました。

追悼 渥美和彦先生
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●「巨星墜つ」の言葉通り先生は逝かれました。ご自身で現代医学の粋を極めながら，その限界にいち早く気づかれ，日本
代替・相補・伝統医療連合会議（JACT）を経て，未来医療への展望から本学会創設に貢献されたのでした。近代西洋医学

と伝統医学，鍼灸，マッサージ，ヨガ，カイロプラクティックなど，それぞれの長所を生かして新しい医学・医療を目指す概念としての統合医療
です。これをこの国の人々の医療として提供できるような制度を確立したいという夢と情熱を絶やすことなく生涯を終えられました。そのご遺志
の実現こそ当学会の使命でもあります。また先生は，長年の伴侶英子夫人を何時でも何処でも頼りにされ深く愛していらっしゃいました。出会い
のエピソードを語る時，叙勲の祝賀の宴での彼女への感謝を述べられた時の先生の笑顔。その英子さまの献身的な介護で安らかに旅立たれた先生
は本当にお幸せでしたね。どうぞ安らかにお眠り下さい。（後記に代えて　川嶋みどり）

【2019年度会議等】
■�2019年10月31日　第1回業務執行理事会
■�2019年12月６日　第2回業務執行理事会/第1回通常理事会/合同
委員会
■�2020年2月10日　賛助会員懇親会
【2019年度研修・セミナー等】
■�2019年11月30日　統合医療女性の会「みんなの統合医療カフェ
2019・秋」

【今後の予定】
■�2020年3月15日　支部のあり方ワーキンググループ第1回会合
■�2020年3月28日　第3回業務執行理事会

■�2020年5月1日〜5月20日　認定制度新規申請期間 
■�2020年5月9日15：00〜18：00　認定研修Part3
■�2020年5月10日10：00〜13：00　認定研修Part4
■�2020年5月10日　第4回業務執行理事会/第２回通常理事会
■�2020年6月27日10：00〜13：00　認定研修協働師Part5
■�2020年6月27日15：00〜18：00　認定研修Part5
■�2020年6月28日　2020年度認定資格試験
■�2020年6月1日〜7月31日　認定制度更新申請期間
■�2020年9月5日　  第３回通常理事会/理事・支部会交流会
（コロナウイルス感染拡大防止のため，日時が以下に変更になりました）
■認定研修Part1　2020年6月28日午前〜13：00ころで調整中
■認定研修Part2　2020年6月28日午後で調整中
（詳細が決定しましたら，ＨＰにてご連絡致します。http://imj.or.jp/
nintei/schedule）

20年近く前のある日，統合医療の関係で親しくしてい
た山本竜隆先生のご紹介で，JACT（日本代替相補伝統
医療連合会議）の実行委員会（後に次世代委員会と名称
変更）へのお誘いを受けました。会場は，渥美和彦先生

福岡　博史
日本統合医療学会理事

　医療法人社団明徳会福岡歯科理事長

のご自宅で，ビールと巻き寿司をいただきながら，ざっ
くばらんな座談会でした。メンバーは，当時若手の医師
と鍼灸師で，現在は全国各地にて統合医療実践者＆研究
者としてご活躍の方々ばかりです。歯科医師は私ただ１
人でしたが，渥美先生は，父の代より長い間東洋医学を
中心とした相補代替医療を実践している臨床医として，
温かく迎えてくれました。

委員会で話し合うのは，日本に統合医療を根づかせる
ための戦略会議的な内容が多く，過去に「人工心臓」や

「レーザー」などの新技術を日本の医療に導入された経
歴のある渥美先生ならではサジェスチョンが，私たち若
手医師を奮い立たせると同時に，その後の学会活動に大
変役立ちました。

思い出深いのは，東京大学安田講堂で開催された第13
回日本統合医療学会大会です。渥美先生より，本大会で
は「歯科」をテーマに１セッションをやるのでよろしく！ 
と言われ，歯科臨床では有名な故寺川国秀先生と鼎談と
いう形式で発表させていただきました。その際の座長
は，現理事長であられる伊藤壽記教授でした。会場は東
大しかもメイン会場での発表ということで緊張もしまし
たが，よい経験をさせていただき大変感謝しています。

鼎談といえば，６年前に本（医者と歯医者の本音のア
ドバイス）の出版のため，渥美先生と父（福岡明）が２
人で楽しく統合医療について対談しています。某ホテル
の日本料理店で，数時間にわたり熱く語り合いました
が，私も同席し，85歳を過ぎた先達２人の統合医療に対
するパッションを感じることができました。

毎年，当法人の新年会でもご挨拶をいただき，その度
に今年も統合医療推進のために頑張らねばという思いが
込み上げていましたが，それがないと思うと残念無念で
す。謹んでご冥福をお祈りいたします。合掌

ャプテンをなされていたからか見るからに健康そのもの
で各方面にご活躍，「お茶の水博士」のモデルさんと多
くの人気を得ていましたのに，なぜ，こんな早く黄泉の
国に旅立ったのですか。まだまだ先生からご教示を願い
たいことが沢山あったのに。

2014年，私に一緒に本を書こうとお誘いくださり『医
者と歯医者の本音のアドバイス85歳を過ぎたからこそ言
える!! 医者まかせにしない健康長寿』の対談本を上梓。
ありがたいことに沢山の歯科医師に読まれ，極めて近視
眼的視野しかない忙しい歯科医師にも統合医療の大切さ
を教え啓発してくださいました。

黄泉の国より更にお導きください。
死は生への第一歩とは申せ，現実となると残されたご

家族の皆様の辛さは如何ばかりでしょう。良寛の辞世の
句“散る桜，残る桜も散る桜”という心境に何時なれる
ことでしょう。

何卒御心落しなきよう，謹んで御冥福を祈り，心から
お悔やみ申し上げます。

渥美和彦先生との想い出
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